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区分開閉器

構内第１柱

背景：動物

事故点

受電室側

引込柱側

樹木接触
7%

その他接触
4%

引込柱側

68%

受電室側

32%

※小動物などの接触による波及事故とは、外部から高圧機器等に接触し配電線が停電するものを指す。



雷害対策には避雷器が効果的です

対策

高圧充電部

が露出している

開閉器に鳥や

蛇が接触し、波

及事故に至り

ます。

充電部が露

出していない開

閉器に交換す

ることで波及事

故を防止する。

（避雷器内蔵を

推奨）

（AOGの高圧充電部にカラス接触） （屋内受電室のLBSに蛇が接触）

対策

キュービクル式

以外の受電設備

は小動物が侵入

できる経路が多く、

侵入した小動物

により波及事故

に至ります。

受電設備の

更新に際して

はキュービク

ル式に交換す

ることで波及

事故を防止す

る。

対策

（キュービクル内にネズミの糞）

小動物がキュー

ビクル内部へ侵入

し、高圧機器の充

電部に接触したこ

とで波及事故に至

ります。

小動物出入

り可能な隙間

を塞ぐことで、

波及事故を防

止する。

小動物などの接 触

(2005年3月)

電気工作物への樹木接触や小動物の営巣状況に

ついては、設置者においても目視点検を実施するなど異

常箇所発見に努めて下さい。
（AOG上部にカラスが営巣）


